エコモ倉庫株式会社　
環境保全行動計画（平成21年度）
本年度の環境保全活動に関する行動計画を以下のように取りまとめました。
本計画の内容と実施について、従業員皆さんの理解と協力をお願いします。

１．環境保全活動への取組についての現状把握と課題

　　（グリーン経営推進チェックリストに基づく現状把握と今後の課題）

（１）環境保全のための仕組み・体制の整備

環境方針を策定し、環境保全管理責任者及び推進体制を定め、従業員に対して環境関連法規制の内容を伝えるなどしている（レベル１）。今後は、環境保全に関する積極的な取り組み項目を定め、管理責任者などの役割や責任権限の明確化をはかり、従業員に対して環境方針の徹底や環境に関する一般的な情報を定期的に伝えて環境保全意識の向上を図るなど（レベル２）の取り組みが必要である。

（２）エネルギー効率の向上

①電気及び燃料の使用状況について、

各営業所とも昨年度の使用状況は把握している（レベル１）。今後は環境保全への取組成果を確実なものとするために電気・燃料使用原単位削減目標の設定と目標達成のための業務効率化計画の策定に取り組む必要がある。（レベル２）

②業務効率化の実施体制について、

各営業所とも業務を効率的に進めるための責任者を定め、昨年度には業務の効率化に関する基礎的な知識教育を実施しているが（レベル１）、内容的には不十分であり今後も継続して教育を行う必要がある。

③各種省エネ設備の導入

省エネ設備の導入実績は無いが、諸設備の老朽化が進んでおりエネルギー効率も近年のエネルギー効率水準から見て相当低下しており、今後、積極的に設備更新を検討し、更新時には最新の省エネ設備を導入していく。
④施設及び設備の保守点検について、

各営業所とも施設設備の保守点検責任者を定め（レベル１）、保守点検は基準を制定し基準どおりに実施してエネルギーロスの削減に努めている（レベル２）。今後は、保守点検の結果把握（レベル３）について確実にしていく必要がある。

（３）廃棄物の適正処理及びリサイクルの推進

各営業所とも廃棄物の適正処理やリサイクルの推進指導、及び廃棄物（貨物系、荷役機器系）の適正処理を実施している（レベル１）。また、廃棄物は分別しその発生状況把握も行っている（レベル１）。今後は廃棄物の発生量削減やリサイクル率などの目標設定、及びその実現に取り組む必要がある

（４）事務所における環境保全
　　　　管理（事務）部門従業員に対する環境教育は現場従業員とともに実施し、エコマーク製品の購入、廃棄物分別の徹底、不要照明の消灯などは実行できている。（レベル１）

　　　　また、使用エネルギーや廃棄物の発生量の把握は行ってきたが、リサイクルや発生量削減目標の設定などは不十分であったので今後明確な取り組みが必要である。

２．現状把握を踏まえた今後の取り組み方針（重点的課題と目標の設定）
　

（１）環境保全のための仕組み・体制の整備

　　　　継続的に従業員教育を実施し、環境問題の理解と環境意識の向上を図る。

（２）エネルギー効率の向上

　　　

①電気使用原単位目標

2009年度は各営業所における電気使用原単位を前年比5％、燃料使用原単位を前年比２％削減する。

②老朽設備の代替

　　　　　設備（特に構内作業用の機器類）の老朽化が進みエネルギー効率が低い状況であることから、代替を行い設備の省エネ化を進める。

（３）廃棄物の適正処理及びリサイクルの推進

従来どおり廃棄物処理は法令を遵守して行う。2009年度は各事業所に於ける廃棄物の発生量を概ね前年度比５％削減する。また、廃棄物のうちのリサイクル率を２０％以上とする。

（４）事務所における環境保全

　　　　環境教育を継続的に行い環境意識の向上を図る。事務の合理化と廃棄物分別の徹底を行い、事務所単独におけるエネルギー使用量削減目標を前年度比３％、廃棄物発生量削減目標を前年度比５％、リサイクル率目標を３０％とし、実現に努める。

３．今後の取り組み方針に関する具体的取組（目標達成に向けた具体的な取組内容）
（１）環境保全のための仕組み・体制の整備

環境に関する一般的情報（環境問題の世界の現状など）や自社の削減成果を含むエネルギー使用状況（実績）等について毎月の安全衛生会議の場を利用して継続的に情報提供、教育を行う。
（２）エネルギー効率の向上

①電気使用原単位目標

定量的目標達成のための具体的実施策を盛込んだ「2009年度エネルギー効率向上計画」を期初に策定し、目標値の完全達成を目指す。計画は、作業の改善（特に事務所での省エネ）、施設設備の改善（老朽設備の改善）、省エネ教育（外部研修会の活用）の各分野について過去に実施していない内容を積極的に取り上げて策定する。今年度は特に受配電設備の省電力化に重点を置く。

②老朽設備の代替

　　　　　老朽設備代替検討委員会を設け、営業所ごとに、エスコ事業やNEDO省エネ助成などの活用を視野に入れて、老朽設備の調査、省エネ改善策の検討を行い、緊急を要するもの、エネルギーロス削減効果が大きいものから臨時設備改善予算の枠内で代替を実施する。取りまとめた代替計画は省エネ目標達成のための「2009年度エネルギー効率向上計画」に反映させる。

（３）廃棄物の適正処理及びリサイクルの推進

営業所ごとに廃棄物適正処理やリサイクル推進に関して従業員へ積極的な情報提供を継続しリサイクル意識の啓蒙及び分別廃棄の徹底を図る。また、廃棄物の分別一覧表や分別ボックスの表示を明確にするとともに、廃棄物発生量削減のための具体策を年度初めに策定し、毎月の廃棄物量管理を確実にして、廃棄物の排出量を削減とリサイクル比率目標の達成を目指す。

（４）事務所における環境保全

　　　　事務処理の合理化検討委員会を設けて、エネルギー使用量削減及び廃棄物発生量削減の具体策を検討策定し、毎月の廃棄物管理を確実にして、削減目標の達成を目指す。

リサイクルの推進については年度初めに分別によるリサイクルの可能性を調査検討し、リサイクル業者の選定を行い、リサイクルの実施を目指す。

２００９年４月１０日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
エコモ倉庫株式会社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
環境保全管理責任者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
代表取締役　恵古茂　源
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